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１．はじめに
　音楽を体感しそれを表現しようと試みる際に、そ
れを支えているのは情緒豊かな感性である。保育士
及び幼稚園教諭（以下、保育者）を目指す学生の中
には入学して初めてピアノに向かう者も多い。しか
し、乳幼児と音楽遊びや歌唱をする中で豊かな音楽
的環境を作り上げるために不可欠な要素は、たとえ
初心者であろうと豊かな感性を持って音楽を楽しむ
ことである。ピアノ教育をする上で重要なことは2
本の支柱、いわゆる表現しようとする豊かなイメー
ジ力とそれを実現するテクニックを初歩段階から育
てることと考える。
　保育所・幼稚園において、乳幼児の表現活動を支
えるために保育者が用いる楽器としては主にピア
ノ、ギター、アコーディオンが挙げられる。中でも
ピアノは最も音域が広く、メロディー、和音、リズ
ムを自在に駆使した豊かな音楽表現が可能である。
そのため保育者を志す学生にとってピアノ演奏技能
の習得は不可欠となっている。
　本論では筆者の担当予定科目である「音楽基礎Ⅰ
（ピアノ）」及び「音楽基礎Ⅱ（ピアノ）」で習得す
るピアノ演奏技能と高度な技術を要求される「弾き
歌い」について、「最低限必要な演奏技術」を確実
に習得するための指導内容と展望を述べたい。
２．入学生のピアノ経験の実態
　授業では同程度の技術をもつ学生をグループ編成
して行うため、１年前期初回授業でピアノ指導に携
わる講師３名が事前にピアノ学習歴についての調査
を実施している。過去５年間の調査では、50名中ピ
アノ未経験者いわゆるゼロスタート者が約40%、５
年未満の経験者が約40%、６年以上の者が約20%と
いう結果であった。但し約６割（30名）の経験者の内、
20名程度はほぼ初心者というのが実情である。この
データは年度により若干の変動はあるものの概ね同
程度である。
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３．最低限必要な演奏技術
　乳幼児期の成長にかかわる保育現場では登園から
降園まで音楽が深く関わっている。特に表現活動を
支えるピアノは日常的に使用されるため、子どもの
感性に与える影響は少なからずあるものと推察す
る。歌やピアノは保育者が演奏する「生の音楽」で
ある。メディアや音響機器から流れる音楽とは異な
り、「生の音楽」からは演奏者の喜びや悲しみなど
の感情や、音楽が作り上げるその場の雰囲気が直に
伝わる。多くの幼児にとって保育者の歌とピアノは、
母親が口ずさむ歌の次に出会う身近な「生の音楽」
となるのである。
　学生は４年後には保育者として保育・教育現場に
立つことになるが、「音楽基礎Ⅰ（ピアノ）」及び「音
楽基礎Ⅱ（ピアノ）」を通してピアノ演奏技能の習
得はもとより、「保育・幼稚園教育におけるピアノ
演奏」のもつ意味を深く理解し研鑽を積むことが重
要だと考える。
　一般に十分なピアノ演奏技能の習得には古谷
（2012）によると幼少時からの長期間にわたる学習
の積み重ねが左右する。幼少時からレッスンを開始
したケースでは、一般のピアノ教室で１回のレッス
ン時間30分～45分、年44回程度のレッスンを18才ま
でのおよそ15年間で受講する。一方、大学入学後の
18才からレッスンを開始したケースでは、１回90分
の授業時間内で個人授業としてピアノを弾く時間は
約10分、年30回を２年間で受講する。
　技能習得には授業での注意点を踏まえつつ復習、
予習となる練習時間が重要な要素となる。幼少時か
らピアノレッスンを始めた者の大半はピアノを自宅
に所有しており、自宅通学の学生であれば任意に練
習時間を確保することができる。一方、初心者の学
生もしくは自宅を離れて居住する学生の多くはピア
ノを所有していないため、練習のためには限りのあ
る練習室と練習時間を確保しなければならない。十
分なピアノ演奏技能を習得するためには、レッスン
時間と練習時間を含め多くの時間を必要とする。そ
のため18才からの２年間で習得できるピアノ技術内
容は自ずと限られてくると言わざるを得ない。
　そこで２年間で習得する「はじめに」で述べた保
育者に求められる「最低限必要な演奏技術」を考察
し、以下の５項目にまとめた。これは２年間で学ぶ
具体的な到達目標となる。
①初歩的な左右それぞれの手及び指の分離独立　
②初歩的なデュナーミクとアーティキュレーション
及びフレージング技術の習得
③読譜と表現方法の基礎訓練　
④主要三和音を使用した簡易なコード奏法　
⑤簡易伴奏を使用した弾き歌いとする。
但し、保育現場で求められる自在な「弾き歌い」は、
ピアノ経験者にとっても難易度の高い技術を要する
ため、ここでは限られた曲数の「弾き歌い」となる。
４．「音楽基礎Ⅰ（ピアノ）」における授業内容
　保育者に求められる「最低限必要な演奏技術」①
～④については「音楽基礎Ⅰ（ピアノ）」及び「音
楽基礎Ⅱ（ピアノ）」で、⑤については「音楽基礎
Ⅱ（ピアノ）」で習得する。教材は「バイエルピア
ノ教則本」（以下バイエル）など既成のテキストを
使用する。入学時には、全ての学生がバイエルを購
入し、習熟度によって適切な段階から学習を開始す
る。なお過去５年間にわたり、筆者らはバイエルを
精査し技術段階ごとにステップ形式にした習熟進度
表（表１）を作成し学生に配布してきた。進度表は
「BAYER STEP&CORD STUDY」と名付け、学生にとっ
ては具体的な学習指標と学習動機のひとつとなって
いる。
　「音楽基礎Ⅰ（ピアノ）」では初心者はバイエルを
軸とし、併せてコード奏法を習得する。バイエルか
らは原曲106曲の中から53曲を選曲した。経験者は
「ステップ応用」からレベルに応じた曲を復習した
後、クラシック、ジャズ、ポピュラーミュージック
の小品と併行して主要三和音を使用したコード奏法
を習得する。コード奏法は「音楽基礎Ⅱ（ピアノ）」
で演習する弾き歌いを視野に入れたカリキュラムに
なっている。
　また、１年間でこれらのカリキュラムを習得する
ためには多くの課題を履修することが求められる。
そのためには，合理的な練習方法を会得するための
詳細で丁寧な指導と、授業への意欲を高めるための
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さまざまなモチベーション作りが重要であると考え
る。
１）バイエルピアノ教則本の主な特徴
　バイエルピアノ教則本はフェルディナント・バ
イエルFerdinand Beyerによって考案され、1850年
頃にドイツで出版された教則本である。明治初頭、
L.W.メイソンにより日本の音楽界へ紹介されて以
来、現在でも多くのピアノ教育者が使用している。
その特徴を以下に挙げる。
①平易な音階、重音、３連符、平易な装飾音、アー
ティキュレーション、強弱記号など基本的な技術
と奏法が習得できる
②多くの楽曲がホモフォニー様式で、右手はメロ
ディー、左手は和声を持った伴奏の型で作曲され
ている。
③和声進行はⅠ→Ⅴ→Ⅰ、Ⅰ→Ⅳ→Ⅴ→Ⅰといった
機能和声の基礎的な進行を多用している。
④１部形式、２部形式及び３部形式といった平易な
音楽形式で出来ている。
⑤使用される調性はハ長調が最も多い。no.69まで
は派生音は使用されない。no.70以降は＃系の調
性ではト長調７曲、ニ長調２曲、イ長調２曲、ホ
長調１曲、♭系の調性ではヘ長調８曲、変ロ長調
１曲である。
⑥長調の楽曲は106曲中103曲。短調はイ短調３曲の
みである。
⑦原曲106曲の練習曲は通し番号のみ記され、標題
は無い。
２）保育者養成校におけるバイエルの特徴を生かし
た指導法
　上述のとおり、バイエルの特徴は①ホモフォニー
様式、②単純な音楽形式、③基礎的な和声進行の３
点に集約される。保育者養成校でのピアノ指導に際
しては、こうしたバイエルの特徴を十分に理解し、
明確な根拠を持った指導をすることが重要と考え
る。
　保育で使用される楽曲の多くは主要三和音で構成
されているため、仮に既成の伴奏譜がなくてもバイ
BAYER STEP &CORD STUDY
STEP 曲   　目 各stepの修了時に弾く保育教材
 基礎Ⅰ
STEP 1 7 8 10 16 右手でメロディを弾き、
左手は創作（ド、ソ）
　メリーさんのひつじ
　ちょうちょう
　ぶんぶんぶん
STEP 2 19 20 22 23 24
STEP 3 29 30 31 36 37 39 40
基礎Ⅱ
STEP 4 46 47 48 49 50 メリーさんのひつじ[C G]
ちょうちょう[C G]
ぶんぶんぶん[C G]
カッコー [C G]
小犬のマーチ[C G F]
山の音楽家［F C7］
STEP 5 52 53 55 56 57 58 59
STEP 6 60 61 62 65
STEP 7 66 72 73 74
STEP 8 75 76 77 78
応用
STEP 9 79 80 81 82 むすんでひらいて[D G A7]
きらきら星[C F G G7]
たなばたさま[F C B♭]
うみ［G C D7］
STEP 10 88 90 91 93 94
STEP 11 96 97 98 100
表１　習熟進度表
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エルで体得した和声感覚を土台に、平易なホモフォ
ニーを使って対応できる。和声感覚を、より体得し
保育で活用できるようにするために、筆者らは初回
授業よりバイエルと併行して主要三和音を使った
コード奏法を取り入れている。これは具体的に保育
の歌唱伴奏も体感でき、次のステップへのモチベー
ションにもなっている。
　また、楽曲は標題音楽ではないので、楽曲から受
け取るイメージを練習の段階から探り、標題を付け
るように指導している。そして授業ではそれをグ
ループ内で発表し、他者の感じ方を知る。これによ
り、子供の歌唱指導においては保育者の一方的なイ
メージだけで指導することが無いよう学習してい
る。
　初歩段階よりイメージする習慣をつけるよう指導
することにより「イメージする力」が養われ、保育
で音楽活動をする際の土台となると考える。
３）コード奏法について
　保育では既成の伴奏以外に主要三和音でのコード
奏が必要となる。なぜならば、ピアノを使う場面は
既成曲の伴奏だけでなく、リズム運動や体操・遊び
といった場面で、即興的に活動を支えることがある
からである。
　そのために１年前期の授業開始時より既成曲に
コードを付けるコード奏法を併行して取り入れてい
る。ゼロスタートの学生は当初は右手でそのメロ
ディーだけを演奏していき、上達に合わせて左手で
和音伴奏を習得し両手奏を目指す。その際の伴奏型
は３種類とする。３種類の伴奏型はバイエルにあり、
上達に沿って習得できるようになっている。さらに
は、各自の進度に合わせて移調演奏に取り組む。
　学年末の試験では、バイエル未修了者は「バイエ
ルno90～100」から、バイエル修了者は「ブルグミュ
ラー25の練習曲」やギロックWilliam L. Gillockなど
の小品から１曲演奏することを課題とし、加えて、
事前に指定した複数の童謡曲の内、当日その場で指
定する１曲をコード奏により演奏することを課題と
する。
５．「音楽基礎Ⅱ（ピアノ）」における授業内容
　本科目では主に簡易伴奏による弾き歌いと行進曲
を習得する。ピアノ演奏技術はペダリングを習得す
る。
１）弾き歌い及び行進曲の選曲について
　季節の歌、手遊び歌など、童謡・唱歌から選曲す
ることとし、テレビ番組及び軽音楽等の楽曲は除外
する。
弾き歌い及び行進曲の選曲例
　たきび（巽聖歌作詞　渡辺茂作曲）
　どんぐりころころ（青木存義作詞　梁田貞作曲）
　とんぼのめがね（額賀誠志作詞　平井康三郎作曲）
　おつかいありさん（関根栄一作詞　團伊玖磨作曲）
　ありさんのおはなし（都築益世作詞　渡辺茂作曲）
　やきいもグーチーパー
（阪田寛夫作詞　山本直純作曲）
　やぎさんゆうびん
（まど・みちお作詞　團伊玖磨作曲）
　ふしぎなポケット
（まど・みちお作詞　渡辺茂作曲）
　線路は続くよどこまでも（アメリカ民謡）
　小犬のマーチ（外国曲）等　
２）弾き歌い及び行進曲の指導
　１年次の春季休暇で弾き歌い曲７曲及び行進曲２
曲を通常の独奏曲に併せて課題とする。この時点で
は、これら楽曲は弾き歌いが目的ではなく、伴奏を
演奏できることを目標としている。伴奏は１年次に
習得した技術でおよそ演奏できるレベルにある。
　伴奏は既に春季休暇の課題で取り組んでいるため
２年次４月からの授業ではその伴奏に合わせて歌う
ことが中心となる。しかし、ペダリングについては
未経験者が半数以上を占めており、ペダルを使用す
る曲の中で技術を習得する。例えば「ふしぎなポケッ
ト」の第３節がそれにあたる。
　歌唱は、明るい声で曲が求める情感に沿うように
歌う。季節の歌には大正・昭和の時代に作曲された
ものが多いため、学生の知らない情景や情感が曲の
中に盛り込まれていることがある。そのため主に画
像をとおして、日本の風景、暮らし、道具、遊び、等々
を知ってイメージをふくらませたい。加えて、こう
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した歌を幼児が歌うことが、父母や祖父母の世代と
共感できる喜びが期待できるということも含んでい
ることを知る。
　歌は暗譜し習得している伴奏と同時に歌う。その
際には子どもと共にいることをイメージし笑顔で明
るく歌う。
　行進曲は子供の固有のテンポを参考にテンポ設定
し演奏する。人にはそれぞれ固有のテンポがありそ
のテンポと音楽のテンポは密接な関係にある。固有
テンポ（手拍子を打つなどの自発的発現時のテン
ポ）(佐治順子ら2008）は音楽のテンポに同期したり、
音楽のテンポが固有のテンポに作用し活性化及び鎮
静化を促す。固有のテンポは１日の生活の中で変化
している。そのため弾き歌い及び行進曲では保育時
間と子供の状況を想定し演奏テンポを決定すること
が望ましい。以上の事柄については、参考知識とし
て提示するものである。　
６．おわりに
　ピアノ演奏指導は、演奏するための技術を指導す
ることだけに留まるものではない。音楽的な感性や
想像力を併せて学ぶことで，保育者として望ましい
音楽活動力に繋がるものと考える。保育者が乳幼児
と音楽活動をする際の大切なことは、保育者自身が
曲の性質や性格を具体的にイメージし、言葉で表し、
子供と共に楽しさを味わうことにあると考える。
　以上のことを初回授業から継続的に学生に伝え、
これらを各自が明確に意識してピアノ演奏技能の習
得に臨むように指導したい。
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